
総統府

總統府

落成100年周年を迎えた
台湾の政治の中心
2019年、築100年を迎えた総統府は、日本統治期の台湾
総督府として誕生しました。日清戦争の結果、台湾は清国
から日本に割譲され、半世紀にわたってその統治下に置か
れます。この時期の最高統治機関の庁舎として1919年に台
湾総督府が建てられました。西洋式建築で、赤煉瓦の壁面
に白い石を巡らせるスタイルは、建築家の辰野金吾が得意
としたことから「辰野式」と呼ばれます。民主化以降は、「み
んなの総統府」という理念に基づき、建物の一部が開放さ
れており、台湾と総統府の歴史に関する展示があります。
2016年以降の展示テーマは「Power to the people」で、台
湾の民主、自由の価値観の堅持が、世界各国と対話を可
能にし「台湾と世界をつなげる」ことを表現するものです。

当初の設計は、明治期の代表的な建築家で
ある長野宇平治の案が選ばれましたが、最
高の統治機関としての威厳をより強調すると
いう総督府側の要望があったため、東京駅
を設計した辰野金吾の門下生である野村一
郎と森山松之助が、長野の設計案にさらに
手を加えました。至る所に当時の最新の技
術や工法が導入され、日本統治下の台湾に
おける代表的な建造物となりました。

総統府の建築上の特徴は？

2.
日本統治期、台湾の行政長官として台湾総
督が置かれました。初代から7代目までの台
湾総督は武官でした。4代目の児玉源太郎
総督から治安・行政体制を整備し、日本内
地資本を経済基盤とする「近代化事業」を
推し進めることにより、台湾統治の基礎が
確立されました。その後、世界における民族
自決運動の高揚、日本の政党政治の始まり
により、8代目から16代目までは文官が総督
を務め、台湾統治の基調はいわゆる同化政
策に切り替えられました。1936年に戦時体
制に対応するため、台湾総督はふたたび武
官に戻り、台湾は戦争の供給基地となり、
皇民化政策も推進されました。1945年に戦
争が終結すると、台湾は中華民国政府の統
治下に入り、台湾総督府も台湾省行政長官
公署となりました。

台湾総督にみる台湾の歴史

1.

1949年に国民党が共産党との内戦の結
果、中華民国政府が台湾に移ると、この建
物は中華民国の総統府として使われるよう
になりました。戦後台湾の長い戒厳時期に
は、総統府の周辺は「博愛特区」と呼ばれ、
厳しい管制が行われました。1980年代に入
ると、総統府前の大通りは、民主化運動、
住民運動、農民運動などさまざまな社会運
動の重要な舞台となり、政治的、社会的に
重要な場となりました。今日では、「みんな
の総統府」の理念のもと、総統府の一部が
開放され、台湾と総統府の歴史が展示され
ています 。

民主化により総統府は
どう変わったの？

3.
学 び の ポ イ ン ト

SNET台湾   みんなの台湾修学旅行ナビ
https://taiwan-shugakuryoko.jp/spot_north/447/
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